
太
田
午
一

『
信
長
公
記
』

編
纂
過
程
の
研
究

は
じ
め
に

『
信
長
公
記
』
研
究
の
力
点
は
、
数
あ
る
諸
伝
本
の
系
統
整
理
と
、
記
事
内

容
の
正
確
性
を
検
証
す
る
こ
と
に
置
か
れ
て
き
た
。
中
に
は
首
巻
の
意
味
付
け

に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
先
行
研
究
の
大
半
が
歴
史
学
の
立
場
に

立
つ
て
の
も
の
で
あ
り
、
国
文
学
の
立
場
に
立
つ
て
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
共
同
研
究
の
成
果
を
報
告
さ
れ
た
金
子
拓
氏

に
よ
る
と
、
今
後
の
信
長
公
記
研
究
に
は
「
太
田
牛
一
が
ど
の
よ
う
に
し
て
臼

ら
の
見
聞
や
記
憶
を
整
理
し
、
『
信
長
公
記
』
へ
と
結
実
さ
せ
て
い
っ
た
の
か

と
い
う
編
纂
・
著
述
方
法
の
解
明
」
と
い
っ
た
成
立
の
問
題
、
そ
し
て
「
江
戸

時
代
の
武
家
は
、
『
信
長
公
記
』
を
所
持
す
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
見

①
 

出
し
た
の
か
」
と
い
っ
た
伝
来
・
享
受
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

本
稿
で
は
、
牛
一
自
筆
本
と
さ
れ
る
岡
山
池
田
家
本
『
信
長
記
』
、
尊
経
閣

文
庫
本
『
永
禄
十
一
年
記
』
と
、
自
筆
本
の
忠
実
な
写
し
で
あ
る
陽
明
文
庫
本

『
信
長
公
記
』
の
本
文
な
ど
か
ら
、
牛
一
の
執
筆
・
編
纂
意
図
の
一
端
を
探
る

と
共
に
、
『
信
長
公
記
』
の
本
質
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

中

キす

名

津

美

一
.
『
信
長
公
記
』
研
究
の
現
在

『
信
長
公
記
』
は
、
太
問
牛
一
に
よ
っ
て
中
世
末
期
か
ら
近
世
極
初
期
に
か

け
て
執
筆
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
織
岡
信
長
の
一
代
記
を
い
う
。
現
存
す
る
諸

本
に
お
い
て
様
々
な
外
.
越
が
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
研
究
者
に
よ
っ
て
は
異
な

る
呼
ぴ
方
を
さ
れ
る
場
作
も
あ
る
が
、
『
信
長
公
記
(
信
長
記
)
』
と
呼
ば
れ
る

の
が
一
般
的
で
あ
る
。
現
在
、
全
十
五
巻
で
構
成
さ
れ
る
も
の
を
「
十
五
巻

本
」
、
そ
こ
に
首
巻
一
巻
を
加
え
た
十
六
巻
で
構
成
さ
れ
る
も
の
を
「
十
六
巻

本
」
と
畳
間
い
、
そ
の
二
種
に
大
き
く
分
類
さ
れ
る
。

前
者
で
は
、
将
軍
足
利
義
昭
を
擁
し
て
信
長
が
上
洛
を
し
た
永
禄
十
一
年

(
一
五
六
八
)
か
ら
明
智
光
秀
に
よ
る
謀
叛
が
起
こ
る
天
正
十
年
こ
五
八
二
}

ま
で
を
、
一
巻
一
年
と
し
て
凡
そ
編
年
体
で
記
し
て
い
る
。
後
者
に
の
み
加
え

ら
れ
た
首
巻
で
は
、
信
長
の
誕
生
か
ら
上
洛
に
.
主
る
ま
で
の
事
柄
、
す
な
わ
ち

十
五
巻
本
が
記
す
以
前
の
時
期
の
信
長
に
関
し
て
記
し
て
い
る
。
今
川
義
元
を

討
ち
破
り
、
信
長
が
台
頭
す
る
発
端
と
な
っ
た
「
姉
川
の
戦
い
」
や
新
戦
法
の

導
入
に
よ
り
強
者
武
田
氏
を
打
ち
負
か
し
た
「
長
篠
の
戦
い
」
、
本
願
寺
と
の



長
き
に
わ
た
る
「

.h山
戦
争
」
な
ど
、
信
長
の
生
涯
に
お
い
て
重
要
な
戦
い
の

顛
末
を
詳
細
に
記
す
だ
け
で
な
く
、
諸
関
の
廃
止
や
御
所
の
造
営
と
い
っ
た
信

長
の
行
政
施
策
の
記
録
や
、
ま
だ
上
総
介
で
あ
っ
た
頃
の
数
々
の
逸
話
を
記
す

②
 

な
ど
、
そ
の
記
事
内
容
は
信
長
を
中
心
と
し
た
時
代
の
事
柄
を
網
羅
的
に
記
載

し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
信
長
と
同
時
代
を
生
き
、
実
際
に
彼

に
出
仕
し
た
人
物
に
よ
る
著
書
で
あ
る
と
い
う
そ
の
性
質
か
ら
、
『
信
長
公
記
』

は
信
長
と
云
う
人
物
、
あ
る
い
は
そ
の
時
代
を
知
る
た
め
の
歴
史
史
料
と
し
て

@
 

布
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
『
信
長
公
記
』
研
究
は
、
二
種
の
良

質
な
れ
筆
本
の
発
見
を
契
機
に
昭
和
四
十
年
ご
ろ
よ
り
よ
う
や
く
本
格
化
し
た

に
過
ぎ
ず
、
ま
だ
ま
だ
研
究
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。

二
.
太
田
牛
一
研
究
の
現
在

『
信
長
公
記
』
の
著
者
太
凹
牛
一
に
関
し
て
は
、
桑
田
忠
親
氏
を
は
じ
め
歴

史
学
の
研
究
者
を
中
心
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
未
だ
不
明
な
点

が
多
い
。
彼
に
つ
い
て
知
る
上
で
、
最
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の
が
『
信
長
公

記
』
本
文
に
見
え
る
牛
一
関
連
記
事
で
あ
る
。
『
信
長
公
記
』
本
文
中
に
は
、

著
者
午
一
に
関
す
る
記
事
が
三
筒
所
存
症
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
巻
末
に

付
さ
れ
て
い
る
奥
書
の
文
言
も
ま
た
、
牛
一
の
著
書
の
中
か
ら
彼
を
知
る
重
大

な
手
が
か
り
で
あ
る
。

次
に
、
『
信
長
公
記
』
の
牛
一
奥
書
(
岡
山
大
学
池
田
家
本
巻
十
二
)
を
一
ボ
す

(
原
漢
文
を
訓
読
)
。

此
一
巻
、
太
田
和
泉
守
、

生
国
は
尾
張
回
春
日
郡
山
田
庄
安
食
の
住
人
な

太
田
牛

『
信
長
公
記
』
編
纂
過
程
の
研
究

り
。
八
旬
に
除
り
、
頒
齢
己
に
縮
み
、
渋
限
を
拭
い
、
老
眼
の
通
路
を
尋

ぬ
と
難
も
、
恐
案
を
顧
み
ず
、
心
の
浮
ぷ
所
、
禿
筆
・
を
染
め
詑
ぬ
。
子
、

毎
篇
日
記
の
次
に
書
載
す
る
も
の
自
然
に
集
と
成
る
な
り
。
曾
て
私
作
私

語
に
あ
ら
ず
、
直
に
有
こ
と
を
除
か
ず
、
無
こ
と
を
添
へ
ず
。
備
し
一
点

虚
書
す
る
則
き
ん
は
、

天
道
如
何
ん
。
見
る
人
は
背
一
笑
を
し
て
、
実
を

見
せ
し
め
玉
へ
。
白
元

内
大
臣
信
長
公
之

阻
下
也
、
其
後

太
閤
秀
吉
公

五
日
子
、

l' 
A、
寸

又

右
大
臣
秀
頼
公

臣
下
也
、

将
軍
家
康
公

関
白
秀
次
公

五
代
之
軍
記
如
此
、
且
世
間
之
笑
草
、
綴
置
也
。

太
田
和
泉
守
(
花
押
)

右
に
よ
り
、
著
者
牛
一
が
尾
張
国
春
日
部
郡
出
身
で
あ
る
こ
と
、
信
長
に
仕

え
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
織
間
信
長
か
ら
豊
臣
(
秀
吉
・
秀
次
・
秀
頼
)
を
へ

て
徳
川
家
康
に
至
る
ま
で
五
代
の
軍
記
を
著
し
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
旬
。
ま
た
、

同
池
田
家
本
の
巻
十
三
巻
末
の
奥
書
末
尾
に

太
田
和
泉
守

慶
長
十
五
二
月
廿
三
日

牛

(
花
押

丁
亥
八
十
四
歳
」

と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
逆
算
す
る
と
牛
一
は
大
永
七
年
(
一
五
二
七
)
生
ま

七



れ
と
な
る
。
信
長
の
生
年
が
天
文
三
年
(
一
五
三
四
)
で
あ
る
か
ら
、
牛
一
は

信
長
よ
り
七
歳
の
年
長
で
、
年
齢
的
に
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
な
旬
。

次
に
『
信
長
公
記
』
本
文
中
に
見
え
る
牛
一
記
事
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
『
伝
長
公
記
』
の
本
文
中
に
は
三
筒
所
、
牛
一

助
)
が
登
場
す
る
記
事
が
あ
る
が
、
そ
の
す
べ
て
が
首
巻
の
中
に
合
ま
れ
て
い

る
(
傍
線
は
稿
者
)
。

①
十
五
.
柴
田
権
六
中
市
場
合
戦
の
事

一
、
七
月
十
八
日
。
柴
田
権
六
清
洲
へ
出
勢
。

あ
し
が
る
衆
、

安
孫
子
右
京
亮
・
藤
江
九
蔵
・
太
田
又
助

木
村
源
五
・
芝
崎
孫
三
・
山
田
七
郎
五
郎

此
等
と
し
て
べ
三
玉
口
に
て
取
合
追
入
れ
ら
れ
、
乞
食

村
に
て
相
支
へ
叶
は
す
。
誓
願
寺
前
に
て
答
へ
候
へ
共
、

終
に
町
日
大
捌
の
内
へ
迫
入
れ
ら
る
。

②
二
十
二
.
六
人
衆
と
云
ふ
事

又
六
人
衆
と
云
ふ
事
定
め
ら
れ
、

弓
三
張
の
人
数
、

浅
野
又
右
衛
門
・
太
田
又
助
・
堀
田
孫
七

己
上
、

鑓
三
本
人
数

伊
藤
清
蔵
・
城
戸
小
左
衛
門
・
堀
田
左
内

己
上
、

ノ、
八

又

此
衆
は
御
子
ま
は
り
に
こ
れ
あ
る
な
り
。

③
四
十
三
.
堂
洞
取
出
攻
め
ら
る
冶
の
事

九
月
廿
八
日
、
信
長
御
馬
を
出
さ
れ
、
堂
洞
を
取
巻
き
攻
ら
れ
供
。
三

方
谷
に
て
東
一
万
足
つ
J

き
な
り
。
其
日
は
風
つ
よ
く
吹
く
な
り
。
伝

長
か
け
ま
は
し
御
覧
じ
、
御
設
に
は
塀
き
は
へ
詰
め
倣
は
J

川

-Mよ
り

統
松
こ
し
ら
へ
持
っ
て
投
入
る
べ
き
の
旨
仰
付
け
ら
れ
候
。
然
し
て
.uk

井
隼
人
後
巻
と
し
て
堂
洞
取
出
の
下
、
廿
五
町
山
下
ま
で
懸
来
り
、
人

数
を
備
へ
候
へ
ど
も
、
足
軽
を
も
出
さ
ず
。
信
長
は
請
手
に
御
人
数
備

へ
ら
れ
攻
め
さ
せ
ら
れ
、
御
誌
の
ご
と
く
た
え
松
を
打
入
れ
、
二
の
丸

を
焼
崩
し
候
へ
ば
、
天
主
構
へ
取
入
り
候
を
、
二
の
丸
の
入
口
お
も
て

に
高
き
家
の
上
に
て
、
太
田
又
助
日
ハ
一
人
あ
が
り
、
黙
矢
も
な
く
射
付

け
候
を
、
信
長
御
覧
じ
、
き
さ
じ
に
見
事
を
仕
候
と
、
三
度
迄
御
使
に

預
り
、
御
感
有
て
御
知
行
重
ね
て
下
さ
れ
候
き
。

こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
若
い
こ
ろ
の
牛
一
は
足
軽
衆
に
属
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
の
上
午
一
は
弓
が
巧
み
で
、
そ
の
腕
前
が
信
長
の
け
に
と
ま

り
、
褒
美
を
受
け
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
よ
う
に
首
巻
に
お
い
て
は
、
牛
一
自
身
も
三
度
に
わ
た
り
本
文
中
に
議

場
し
、
若
か
り
し
頃
の
彼
の
姿
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
本

体
の
十
五
巻
部
分
に
な
る
と
彼
の
名
は
一
切
登
場
し
な
く
な
る
。
牛
一
に
と
っ

て
、
彼
自
身
は
あ
く
ま
で
も
記
録
す
る
側
の
人
間
で
あ
り
、
極
力
文
中
に
登
場

と
い
う
意
識
が
働
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
た
め
、
記
事
内
容
か
ら
彼
自
身
に
関
す
る
事
柄
は
、
可
能
な
限
り
排
除
さ

す
る
べ
き
で
は
な
い
、



れ
、
結
果
と
し
て
現
在
の
状
態
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
首
巻
の
中
に

彼
の
名
前
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
な
く
残
っ
て
い
る
の
は
、
該
当
記
事
が
彼
に
と

っ
て
名
誉
な
こ
と
で
、

ど
う
し
て
も
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
、
あ

る
い
は
首
巻
と
い
う
巻
の
持
つ
特
異
性
に
起
凶
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

(
な
お
首
巻
の
特
異
性
に
関
し
て
は
後
に
述
べ
る
)
。

さ
て

い
か
な
る
理
由
で
①
1
③
の
記
事
だ
け
が

『
信
長
公
記
』
首
巻
に
残

さ
れ
て
い
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が

中
1
然
こ
れ
ら
の
記
事
だ
け
で
は
、
者

者
午
一
に
つ
い
て
知
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
首
巻
内
の
右
の

記
事
で
は
、
信
長
政
権
下
の
牛
一
が
、
ま
る
で
柴
田
勝
家
や
不
破
河
内
守
と
同

様
に
、
戦
い
の
場
に
お
い
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え

か
ね
な
い
。
し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、
信
長
に
出
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
後

の
牛
一
は
、
戦
闘
員
と
し
て
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
事
務
方
と
し
て

の
活
動
が
中
心
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

信
長
政
権
下
で
の
牛
一
の
活
動
に
つ
い
て
、
『
信
長
公
記
』
研
究
の
先
駆
者

⑥
 

で
あ
る
甫
喜
山
景
雄
氏
は
、
自
ら
刊
行
し
た
我
自
刊
我
本
『
信
長
公
記
』
に
お

い
て
、
午
一
を
信
長
の
祐
筆
で
あ
っ
た
と
し
た
。
し
か
し
こ
の
説
は
そ
の
後
、

信
長
書
状
の
中
に
牛
一
筆
と
思
し
き
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
点
な
ど
か
ら
、

⑦
 

桑
田
忠
親
氏
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
山
石
津
忠
彦
氏
は
こ
れ
に
加

え
、
牛
一
が
信
長
の
近
侍
の
部
ド
で
あ
っ
た
と
言
う
よ
り
も
、
丹
羽
長
秀
の
家
⑧
 

匝
団
に
与
力
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
た
形
跡
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

更
に
近
年
、
金
子
拓
氏
が
こ
れ
を
進
め
、
加
茂
別
宮
神
社
文
書
の
中
の
牛
一
関

連
文
書
の
詳
細
な
検
証
か
ら
、
丹
羽
長
秀
に
与
力
と
し
て
仕
え
て
い
た
時
分
、

太
田
Fド

『
信
長
公
記
』
編
纂
過
程
の
研
究

午
一
は
職
務
の
一
部
と
し
て
上
賀
茂
社
領
に
関
し
て
、
上
賀
茂
神
社
と
の
連
絡

⑨
 

役
を
務
め
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

な
お
、
午
一
が
信
長
家
臣
凶
の
中
で
も
さ
ほ
ど
信
長
に
近
し
い
立
場
に
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
『
信
長
公
記
』
内
の
信
長
文
書
に
つ
い
て
研
究
を

さ
れ
た
杉
崎
友
美
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
杉
崎
氏
は
、
『
伝

長
公
記
』
本
文
中
の
信
長
文
書
に
重
臣
で
な
け
れ
ば
知
り
併
な
い
よ
う
な
内
容

の
も
の
が
合
ま
れ
て
い
な
い
な
ど
と
い
っ
た
性
質
か
ら
、
午
一
が
信
長
家
臣
同
⑪
 

の
中
で
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
位
置
に
は
な
か
っ
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
本
能
寺
の
変
で
信
長
が
没
し
た
後
の
午
一
で
あ
る
が
、
一
時
伊
賀
に

塾
居
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
招
か
れ
て
秀
古
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

⑪
 
う
。
秀
吉
の
下
で
の
牛
一
は
、
信
長
政
権
下
と
同
様
に
事
務
方
と
し
て
職
務
を

行
っ
て
い
た
。
先
の
桑
田
氏
・
金
子
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
天
正
十
七
年
頃
の

検
地
に
お
い
て
は
、
奉
行
と
し
て
山
城
国
へ
赴
き
、
賀
茂
六
郷
な
ど
を
担
当
し

て
お
り
、
秀
吉
の
最
晩
年
、
慶
長
三
年
の
醍
醐
の
花
見
に
お
い
て
は
秀
吉
の
側

@
 

室
松
丸
殿
に
供
と
し
て
従
う
な
ど
の
職
務
を
受
け
持
っ
て
い
る
。
そ
の
職
務
の

聞
に
、
『
信
長
公
記
』
や
『
太
閤
さ
ま
軍
記
の
う
ち
』
な
ど
の
執
筆
・
一
編
集
を

行
っ
て
い
た
と
思
し
い
。

秀
古
の
死
後
の
牛
一
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い
こ
と
は
判
明
し
て
い
な
い
。
し

か
し
、
池
田
家
本
の
奥
書
か
ら
慶
長
十
五
年
に
八
十
四
歳
で
存
命
で
あ
っ
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
年
齢
的
に
も
公
的
な
職
務
に
携
わ
っ
て
い
た
と
は
考
え
難

く
、
「
五
代
の
軍
記
」
作
者
と
し
て
の
活
動
を
本
格
化
さ
せ
て
い
っ
た
頃
で
は

な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
午
一
の
没
年
に
関
し
て
は
長
く
未
詳
と
さ
れ
て
き
た

h
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が
、
加
賀
太
田
家
の
系
図
を
紹
介
し
た
岡
田
正
人
氏
に
よ
っ
て
、
慶
長
十
八
年

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
旬
。

一
一一. 
『
信
長
公
記
』
の
諸
本

(
十
五
巻
本
・
十
六
巻
本
・
抄
山
本
)

現
在
、
『
信
長
公
記
』
に
は
白
筆
本
・
写
本
な
ど
合
わ
せ
て
七
十
程
の
伝
本⑪
 

が
存
在
す
る
こ
と
が
和
問
裕
弘
・
金
子
拓
両
氏
の
調
査
の
結
果
判
明
し
て
い
る
。

『
信
長
公
記
』
の
体
裁
は
、
伝
本
に
よ
っ
て
様
々
で
、
外
題
も
「
信
長
公
記
」

と
記
さ
れ
る
も
の
の
他
、
「
信
長
記
」
「
安
土

H
記
」
「
安
土
記
」
「
織
田
記
」
な

ど
様
々
な
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
『
信
長
公
記
』
諸
本
を
大
別
す
る
と
、
「
十
五
巻
本
」
と
、
そ
こ

に
「
首
巻
」
を
加
え
た
「
十
六
巻
本
」
が
存
在
す
る
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
通

り
で
あ
る
。
「
十
五
巻
本
」
系
の
伝
本
の
中
で
は
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
蔵
の

『
信
長
記
』
が
、
「
十
六
巻
本
」
系
の
伝
本
の
中
で
は
陽
明
文
庫
蔵
の
『
信
長
公

記
』
が
、
そ
れ
ぞ
れ
最
も
質
の
良
い
伝
本
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
『
信
長

公
記
』
の
み
に
着
目
さ
れ
た
研
究
者
の
中
に
は
、
「
十
五
巻
本
」
を
『
信
長

記
』
、
「
十
六
巻
本
」
を
『
信
長
公
記
』
と
呼
ん
で
区
別
す
る
者
も
存
在
す
る
。

七
十
余
り
あ
る
『
信
長
公
記
』
伝
本
の
う
ち
、
特
に
価
値
が
高
い
と
さ
れ
て

い
る
も
の
が
牛
一
自
筆
本
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
蔵

⑮
 

『
信
長
記
』
(
冊
子
装
、
十
五
帖
)
、
建
勲
神
社
蔵
『
信
長
公
記
』
(
冊
子
装
、
十
五

帖
)
、
尊
経
閣
文
席
蔵
『
永
禄
十
一
年
記
』
(
巻
子
装
、
巻
一
部
分
の
み
て
『
織
田

家
蔵
太
田
牛
一
旧
記
』
(
巻
子
装
、

一
巻
の
み
の
残
刷
本
)
の
四
本
が
確
認
さ
れ

七。

て
い
る
。
自
筆
本
と
さ
れ
る
こ
れ
ら
四
つ
の
伝
本
は
、
す
べ
て
十
六
巻
本
系
の

特
徴
と
い
え
る
「
首
巻
」
を
も
た
な
い
。
こ
の
「
首
巻
」
が
い
つ
ご
ろ
、

ど
の

よ
う
に
成
立
し
て
き
た
の
か
と
い
う
問
題
は
、
『
信
長
公
記
』
そ
の
も
の
の
成

立
を
探
る
上
で
も
、
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ

守
令
。

ま
た
、
自
筆
本
で
は
な
い
が
そ
れ
に
匹
敵
す
る
資
料
的
価
値
を
も
っ
伝
本
と

し
て
、
尊
経
開
文
庫
所
蔵
『
安
土
日
記
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
天
正
六
年
・
七
年

(
巻
十
-
・
十
二
に
該
当
)
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
残
闘
本
で
あ
る
が
、
信
長
の

こ
と
を
一
貫
し
て
「
上
様
」
と
表
記
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
『
安
土
日

記
』
の
も
と
と
な
っ
た
本
文
は
、
信
長
の
生
前
、
あ
る
い
は
死
後
の
き
わ
め
て

早
い
時
期
に
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
信
長
の
こ
と
を
「
信

長
」
と
記
す
池
田
家
本
や
「
信
長
公
」
と
す
る
陽
明
文
庫
本
と
す
る
他
の
伝
本

と
比
べ
て
、
も
っ
と
も
成
立
が
古
い
本
文
を
も
つ
も
の
と
し
て
重
要
な
伝
本
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
他
に
も
『
信
長
公
記
』
に
は
、
特
定
の
記
事
の
み
を
抜
き
出
し
て
一
冊

の
本
と
し
た
抄
山
山
本
が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
信
長
と
本
願
寺
と
の
間
で
勃

発
し
た
石
山
戦
争
の
願
末
を
記
載
す
る
『
天
正
八
年
庚
辰
八
月
二
日
新
門
跡
大

坂
退
散
之
次
第
』
(
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
等
蔵
)
や
、
天
正
九
年
に
洛
中

で
行
わ
れ
た
馬
揃
え
に
関
す
る
記
事
を
抜
粋
し
た
『
信
長
公
御
馬
揃
』
(
内
閣

文
庫
蔵
)
、
安
土
城
築
城
に
関
し
て
ま
と
め
た
『
安
土
御
天
主
之
次
第
』
な
ど

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
抄
山
本
は
す
べ
て
後
般
に
お
け
る
写
本
で
あ
る
た
め
、
作

者
以
外
の
手
に
よ
る
編
集
の
可
能
性
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、



内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
信
長
公
御
烏
揃
』
と
名
付
け
ら
れ
た
一
冊
は
、
胃
頭
に

「
天
正
九
年
半
己
二
月
二
十
八
日
信
長
公
御
馬
揃
/
同
三
月
五
日
/
禁
中
御
所

望
ニ
付
テ

X
御
崎
被
為
召
書
記
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
他
の
牛
一
の
文

体
と
は
や
や
異
な
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
収
録
さ
れ
て
い
る
記
事
に

お
い
て
も
、
天
正
九
年
の
馬
揃
の
記
事
を
合
む
『
信
長
公
記
』
巻
十
四
の
内
、

馬
揃
え
に
は
関
係
の
な
い
冒
頭
部
分
ま
で
収
録
し
て
い
る
。
天
正
九
年
の
馬
揃

え
に
関
し
て
牛
一
が
編
纂
し
直
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
『
信
長
公
記
』

の
記
事
内
容
を
よ
く
知
ら
な
い
第
三
者
が
、
馬
揃
え
の
あ
っ
た
年
の
巻
(
巻
十

四
)
を
馬
揃
え
の
記
事
が
終
わ
る
部
分
ま
で
書
写
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察

さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
峨
『
徴
古
雑
抄
』
中
に
み
ら

れ
る
本
願
寺
退
出
の
記
事
な
ど
は
、
信
長
と
本
願
寺
と
の
聞
で
十
年
続
い
た
石

山
戦
争
の
顛
末
の
み
を
収
録
し
て
い
る
。
更
に
、

u
目
頭
か
ら
末
尾
ま
で
一
つ
の

物
語
と
し
て
の
形
式
が
整
う
よ
う
な
表
現
を
用
い
て
い
る
た
崎
、
牛
一
が
自
ら

一
つ
の
作
品
と
し
て
纏
め
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
現
時
点
で
は
、
こ

れ
ら
の
抄
出
本
に
は
牛
一
の
自
筆
の
物
が
存
在
し
て
い
な
い
た
め
、
牛
一
自
身

の
抄
出
か
或
い
は
第
三
者
に
よ
る
も
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、

い
つ

れ
に
し
て
も
特
定
の
記
事
の
み
を
抜
き
出
し
た
伝
本
が
存
在
す
る
こ
と
は
、

の
筒
所
が
そ
れ
だ
け
人
々
の
関
心
を
引
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
信
長
公

記
』
が
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
、
ま
た
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
か
を
知
る
重
要
な

手
掛
か
り
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

太
田
牛
一
『
信
長
公
記
』
編
纂
過
程
の
研
究

四

『
信
長
公
記
』
執
筆
の
動
機

午
一
は
大
永
七
年
二
五
二
七
)
生
ま
れ
で
、
天
文
三
年
生
ま
れ
の
信
長
と

七
歳
し
か
違
わ
な
い
。
そ
の
上
、
杉
崎
氏
の
論
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

午
一
は
織
田
家
臣
団
の
中
で
そ
れ
ほ
ど
高
い
地
位
に
あ
っ
た
人
物
で
は
な
い
。

『
信
長
公
記
』
執
筆
の
動
機
が
見
え
て
こ
な
い
の
だ
が
、
近
年
、
金
子
氏
が
若

い
こ
ろ
の
牛
一
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
指
摘
を
さ
れ
均
。

末
商
(
摂
津
)
太
悶
家
に
伝
来
し
た
『
信
長
記
』
写
本
(
太
田
家
本
)
の

巻
一
奥
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
此
書
、
太
田
和
泉
守
牛
一
七
十
ニ
余
、
.
赦
齢
己
縮
拭
渋
服
、
染
禿
筆
、

生
凶
尾
張
図
、
武
衛
様
臣
下
也
」

短
い
な
が
ら
右
の
奥
書
に
は
注
目
す
べ
き
点
が
ふ
た
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は

牛
一
が
七
十
余
歳
で
『
信
長
記
』
を
執
筆
し
た
と
い
う
点
、
い
ま
ひ
と
つ

は
寸
武
衛
臣
下
」
と
あ
る
点
で
あ
る
。

寸
武
衛
」
は
律
令
官
制
上
兵
衛
府
の
唐
名
で
あ
り
、
室
町
時
代
に
お
い
て

は
、
幕
府
管
領
職
に
就
き
左
兵
衛
督
の
宵
途
を
代
々
名
乗
っ
た
斯
波
氏
の

そ

代
名
詞
で
も
あ
っ
た
。
・
:
尾
張
に
お
い
て
「
武
衛
」
と
い
え
ば
、
守
護
斯

波
氏
の
こ
と
を
指
し
た
と
考
え
て
ま
ず
間
違
い
は
な
い
。
:
・
も
と
も
と
牛

一
は
斯
波
氏
家
臣
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
:
・
牛
一
が
斯

波
氏
旧
臣
だ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
史
料
は
太
同
家
本
巻
一
奥
書
の

み
で
あ
り
、
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
る
必
要
は
あ
る
が
、
還
俗
後
信
長
家
臣

と
し
て
登
場
す
る
ま
で
の
空
白
の
時
期
を
考
え
る
う
え
で
貴
重
な
痕
跡
で

七



あ
る
。

太
田
家
蔵
本
の
奥
書
で
述
べ
て
い
る
こ
と
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
牛
一
は

古
く
か
ら
織
出
家
に
仕
え
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
信
長
自
身
に

仕
え
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
彼
と
旧
知
の
仲
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
牛
一
が
、

信
長
に
つ
い
て
の
生
涯
、
一
代
記
を
執
筆
し
た
の
は
、

よ
う
な
理
山
」
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
体
「
い
つ
」
「
ど
の

執
筆
時
期
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
際
に
は
、
ま
ず
、
午
一
の
執
筆
作
業
の
ど

の
段
階
か
ら
を
『
信
長
公
記
』
と
定
め
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
牛
一
は
非
常
に

筆
ま
め
な
性
質
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
日
常
的
出
来
事
を
記
録
し
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
記
録
が
彼
の
著
作
の
素
材
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研

究
に
お
い
て
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
、
第
一
章
に
て
記
載
し
た
『
信
長

公
記
』
奥
書
に
お
い
て
も
、
牛
一
自
身
が
「
予
、
毎
篇
日
記
の
次
い
で
に
書
載

す
る
も
の
白
然
に
集
と
成
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
『
信
長
公
記
』
本
文
を
見
通

日
付
げ
が
あ
る
以
外
は
、
単
に
出
来
事
を
列
挙
し
て
い
る
だ
け

し
て
み
て
も
、

と
い
う
よ
う
な
記
事
は
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
さ
に
書
印
刷
を
そ
の
ま
ま
を
書

写
し
た
と
い
う
様
相
で
あ
り
、
誰
か
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
惣
山
足
し
て
執
筆
さ
れ

た
と
は
考
え
に
く
い
。
奥
書
に
お
け
る
「
自
然
に
集
と
成
る
也
」
と
い
う
牛
一

の
宣
言
が
、
建
前
で
は
な
い
こ
と
の
裏
付
け
と
な
ろ
う
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
単
な
る
日
々
の
書
留
類
の
寄
せ
集
め
で
あ
っ
た
も
の
か
ら

一
体
い
つ
『
信
長
公
記
』
と
よ
ば
れ
る
作
品
へ
と
変
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
現

在
解
っ
て
い
る
の
は
、
慶
長
初
年
二
五
九
六
)
頃
に
は
既
に
十
五
巻
の
形
が

⑪
 

完
成
し
て
い
た
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
牛
一
の
『
信
長
公
記
』
は
、
世
の
一
般
的

七

な
作
品
の
よ
う
に
最
初
か
ら
文
学
作
品
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

成
り
行
き
的
に
作
品
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
い

つ
ご
ろ
か
ら
作
品
と
し
て
成
立
し
た
の
か
と
い
う
正
確
な
年
次
を
決
定
す
る
の

は
お
そ
ら
く
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
午
一
の
意
識
の
上
で
書
留
類
が

「
信
長
の
伝
記
」
に
な
っ
た
時
が
、
『
信
長
公
記
』
の
と
り
あ
え
ず
の
誕
生
の
瞬

間
と
定
義
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
午
一
に
と
っ
て

は
た
だ
の
苦
情
類
で
あ
っ
た
紙
の
束
が
、
「
信
長
の
伝
記
」
と
意
識
さ
れ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
牛
一
の
中
に
は
、
そ
れ
ら
を
よ
り
正
確
で
詳
細
な
記
録
へ
と

結
実
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
識
も
生
ま
れ
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。
誰
の
目
に
も
触

れ
る
こ
と
な
く
、
歴
史
の
中
に
埋
没
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
一
武
士
の
日
次
記
が
、

他
者
に
よ
っ
て
閲
覧
さ
れ
る
対
象
と
な
り
う
る
、
そ
の
た
め
の
編
集
作
業
が
始

ま
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
太
田
牛
一
は
「
信
長
の
伝
記
」
作
者
へ
と

変
化
す
る
。
な
お
、
こ
こ
で
「
信
長
の
伝
記
」
と
称
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
今

ま
で
先
行
研
究
に
お
い
て
『
信
長
公
記
』
に
付
さ
れ
て
き
た
ラ
ベ
ル
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
信
長
公
記
』
そ
の
も
の
は
そ
の
書
名
と
微
妙
に
異

な
り
、
単
な
る
「
信
長
の
伝
記
」
と
は
呼
べ
な
い
側
而
が
あ
る
。
此
の
事
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
。

次
に
情
報
収
集
の
範
囲
に
話
を
移
す
。
非
常
に
筆
ま
め
な
性
格
ゆ
え
に
、
多

く
の
記
録
を
書
き
集
め
て
い
た
牛
一
で
あ
っ
た
が
、
当
然
す
べ
て
の
情
報
を
知

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
記
録
の
量
に
も
正
確
さ
に
も
限
界
が
あ
る
の

は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
社
会
的
身
分
の
低
さ
に
、
取
得
で
き
る
情
報
を
制
限

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
信
長
と
牛



一
と
は
七
歳
し
か
離
れ
て
い
な
い
た
め
、
牛
一
が
い
く
ら
信
長
の
時
世
に
閑
し

て
網
羅
的
な
記
事
を
書
こ
う
と
心
掛
け
よ
う
と
も
、
信
長
が
若
年
の
頃
の
こ
と

を
同
時
代
的
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
は
困
難
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
首
巻
の
天
文
十
一
年
条
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
含
ま
れ
て
い

る

八
月
上
旬
、
駿
河
衆
三
川
の
園
田
原
へ
取
出
し
、
七
段
に
人
数
を
備
へ
候
。

其
折
節
、
三
川
の
あ
ん
城
と
云
ふ
城
、
織
田
備
前
守
か
冶
へ
ら
れ
候
き
。

駿
河
の
由
原
先
懸
に
て
、
あ
っ
き
坂
へ
人
数
を
出
し
候
。
則
、
備
後
守
あ

ん
城
よ
り
矢
は
き
へ
懸
出
し
、
あ
っ
き
坂
に
て
備
後
殿
御
舎
弟
衆
与
二
郎

殿
・
孫
三
郎
殿
・
四
郎
次
郎
殿
初
め
と
し
て
既
に
一
戦
に
取
結
ぴ
相
戦
ふ
。

其
時
よ
き
働
き
の
衆
、
織
田
備
後
守
・
織
問
与
二
郎
殿
・
織
田
孫
三
郎

殿
・
織
間
四
郎
次
郎
殿
、
織
田
造
酒
丞
、
日
疋
は
鑓
き
ず
被
ら
れ
、
内
藤
勝

介
、
是
は
よ
き
武
者
と
り
高
名
。
那
古
屋
弥
五
郎
、
清
洲
に
て
候
、
討
死

候
な
り
。
下
方
左
近
・
佐
々
隼
人
正
・
佐
々
孫
介
・
中
野
又
兵
衛
・
赤
川

彦
右
衛
門
・
神
戸
市
左
衛
門
・
永
田
次
郎
右
衛
門
・
山
口
左
烏
助
、
三

度
・
四
度
か
、
り
人
H

ひ
か
、
り
A
U
ひ
折
し
き
て
、
各
子
柄
と
一
五
ふ
事
似
り

な
し
。
前
後
き
び
し
き
様
林
な
り
。
愛
に
て
郎
古
屋
弥
五
郎
頚
は
山
原
討

取
る
な
り
。
是
よ
り
駿
河
衆
人
数
打
納
れ
候
な
り
。

こ
れ
は
、
首
巻
の
内
「
二
.
あ
づ
き
坂
合
戦
の
事
」
と
題
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
。

天
文
十
一
年
こ
五
四
二
)
に
三
河
小
草
坂
で
起
こ
っ
た
戦
い
に
つ
い
て
記
し

た
記
事
で
あ
る
が
、
こ
の
合
戦
が
起
こ
っ
た
当
時
牛
一
は
ま
だ
十
五
歳
で
あ
る
。

万
が
一
若
年
の
牛
一
が
こ
の
合
戦
に
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
時
の
記
録
が
奇
跡

太
田
牛
一
『
信
長
公
記
』
編
纂
過
程
の
研
究

的
に
手
許
に
あ
っ
た
た
め
に
こ
の
記
事
を
執
筆
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
と
し

て
も
、
首
巻
に
合
ま
れ
る
、
時
代
を
遡
る
記
事
を
牛
一
自
身
の
記
録
(
あ
る
い

は
記
憶
)
を
便
り
に
執
筆
す
る
と
い
う
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
よ
り
正
確
か
っ

詳
細
な
記
事
を
執
筆
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
柄
を
よ
く
知
る
第
三
者

へ
の
取
材
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
取
材
を
行
う
た
め
に

は
、
牛
一
が
自
ら
を
「
信
長
公
記
作
者
」
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
る
と
同
時
に
、

時
勢
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
記
事
の
素
材
と
な
っ
て
い
る
書

mm
類
は
、
勿
論
そ
の
事
柄
が
起
こ
っ
た
の
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
記
録
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
情
報
の
鮮
度
と
い
う
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
事
柄
の

生
き
証
人
が
い
る
限
り
取
材
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
だ
が
、
信
長
が
明

智
光
秀
の
謀
叛
に
あ
っ
て
後
、
明
知
日
が
討
伐
さ
れ
る
山
崎
の
戦
い
を
経
て
も
、

ま
だ
な
お
信
長
の
天
ド
統
一
事
業
を
引
き
継
ぐ
正
統
な
後
継
者
の
座
を
廻
る
争

い
は
統
い
て
お
り
、
賎
ヶ
岳
の
戦
い
に
お
い
て
豊
臣
秀
吉
が
柴
田
勝
家
を
下
し
、

実
質
的
な
信
長
の
後
継
者
と
な
っ
て
か
ら
も
、

天
下
を
掌
梶
し
よ
う
と
す
る
秀

古
と
そ
れ
に
対
抗
す
る
四
国
の
長
宗
我
部
氏
・
九
州
の
島
淳
氏
・
奥
州
の
伊
達

氏
・
小
川
原
の
北
条
氏
な
ど
の
聞
で
争
い
は
止
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
不

安
定
な
情
勢
の
中
に
お
い
て
は
、

と
し
て
も
、
白
山
な
取
材
活
動
な
ど
倒
難
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
万
が
一
、
問
者

い
く
ら
午
一
が
老
齢
の
非
戦
闘
員
で
あ
っ
た

の
嫌
疑
で
も
か
け
ら
れ
た
場
合
に
は
命
に
関
わ
る
事
態
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

そ
の
た
め
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
取
材
を
牛
一
が
な
し
え
た
の
は
、
早
く
と
も

天
正
十
四
年
(
一
五
八
六
)
に
豊
臣
秀
吉
が
太
政
大
臣
と
な
り
実
質
的
な
天
下

統
一
を
果
た
し
て
後
の
こ
と
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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つ
ま
り
、
『
信
長
公
記
』
が
作
品
と
し
て
成
立
し
た
の
は
慶
長
初
年
頃
は
下
ら

な
い
も
の
の
、
そ
れ
よ
り
遡
り
も
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
無
論
こ
れ
も
現
時
点
で
は
推
測
の
域
を
で
な
い
推
論
で
は
あ
る
が
、
決

定
的
な
証
拠
が
な
い
以
上
、
状
況
か
ら
い
え
る
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
示
し
て

お
き
た
い
。

次
に
牛
一
は
な
ぜ
『
信
長
公
記
』
の
執
筆
を
思
い
立
っ
た
の
か
、
す
な
わ
ち

動
機
に
関
す
る
事
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
き
た
い
。
牛
一
に
限
ら
ず
、
人
が
何

ら
か
の
行
為
を
行
う
動
機
に
は
内
発
的
な
も
の
と
外
発
的
な
も
の
の
二
種
類
が

想
定
さ
れ
う
る
。
具
体
的
に
言
う
な
ら
ば
、
内
発
的
な
動
機
と
は
牛
一
が
自
ら

『
信
長
公
記
』
の
執
筆
を
思
い
立
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
外
発
的
な
動
機

と
は
第
三
者
の
依
頼
(
も
し
く
は
事
件
な
ど
)
が
発
端
と
な
っ
て
執
筆
を
開
始

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
初
め
は
第
三
者
の
依
頼
に
よ
っ
て
書
き
始
め
た
も

の
の
、
次
第
に
使
命
感
や
義
務
感
を
抱
き
始
め
、
内
発
的
な
行
為
に
変
化
し
て

い
く
こ
と
は
十
分
あ
り
得
る
が
、
発
端
と
し
て
は
ど
ち
ら
か
一
方
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
内
発
的
な
動
機
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
動
機
は
『
信
長
公
記
』
の
記
事

構
成
を
決
定
す
る
指
針
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
特
に
伝
記
の
よ
う
に
一
人
の
人

物
や
特
定
の
事
物
に
の
み
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
作
品
に
お
い
て
は
、
そ
の
人
物

や
事
物
に
対
し
て
称
賛
の
日
を
向
け
る
か
、
あ
る
い
は
反
対
に
非
難
の
刊
を
向

け
る
か
の
ど
ち
ら
か
に
傾
き
や
す
い
。
例
え
ば
、
伝
記
で
は
な
い
も
の
の
『
源

家
長
日
記
』
な
ど
で
は
著
者
源
家
長
の
か
つ
て
の
主
君
で
あ
る
後
鳥
羽
院
に
関

す
る
記
事
が
非
常
に
多
く
、
か
つ
全
体
を
通
し
て
賛
美
す
る
よ
う
な
表
現
が
用

⑪
 

い
ら
れ
て
い
る
。

七
四

し
か
し
、
『
信
長
公
記
』
記
事
全
体
を
見
渡
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

一
貫
し
た

指
針
や
意
思
の
よ
う
な
も
の
は
見
ら
れ
ず
、
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
信
長
の
在

世
を
詳
細
に
記
録
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
時
に
信
長
の

施
策
を
賛
美
す
る
よ
う
な
表
現
が
文
中
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
有
る
が
、
こ
れ
も

あ
く
ま
で
信
長
が
行
っ
た
施
策
の
中
で
と
り
わ
け
善
で
あ
っ
た
も
の
を
、
当
時

の
人
々
の
姿
を
後
世
に
伝
え
る
意
味
で
記
載
し
た
に
過
ぎ
ず
、
牛
一
自
身
の
意

思
が
強
く
表
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
次
に
い
く
つ
か
具
体
例
を
上
げ
て
お
き
た

(
巻
一
一
五
.
観
世
大
夫
・
金
春
大
夫
御
能
仕
る
の
事
)

其
後
、
且
天
下
御
為
、
且
往
還
旅
人
御
憐
懸
の
儀
を
忠
食
さ
れ
、
御
分

国
中
に
数
多
之
在
る
諸
関
諸
役
止
さ
せ
ら
れ
、
都
都
の
貴
賎
一
同
に
恭

し
と
搾
し
申
し
、
満
足
候
て
詑
。

(
巻
十
一
一
二
.
御
節
会
の
事
)

去
程
に
、
御
節
会
機
て
久
し
く
之
無
し
。
当
時
都
の
者
、
此
式
曾
存
せ

ず
。
信
長
の
御
代
に
成
り
て
上
を
敬
ひ
奉
り
、
月
郷
雲
客
・
公
卿
・
殿

上
人
・
役
者
逮
へ
御
知
行
参
ら
せ
ら
れ
、
諸
卿
逮
内
裏
に
集
て
二
枝
の

般
引
の
松
を
以
て
、
正
月
朔
日
辰
刻
に
神
歌
を
謡
い
、
色
々
儀
式
有
て
、

天
下
祭
事
有
。
洛
中
辺
土
の
貴
賎
男
女
か
、
る
目
出
度
御
代
に
生
A
H

ひ
久
し
く
絶
た
り
し
祭
事
執
行
し
給
ひ
有
難
き
次
第
、

天
下
長
久
の
基

，也

右
の
よ
う
な
能
楽
や
節
会
に
関
す
る
記
事
は
、
十
五
巻
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
ず
、
こ
こ
に
掲
載
し
た
記
事
を
除
け
ば
二
、
三
か
所
を
残
す
程
度
で
あ



る
。
ま
た
、
『
信
長
公
記
』
内
に
は
、
信
長
と
敵
対
し
た
人
々
に
向
け
て
焦
点

を
当
て
た
記
事
も
複
数
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
記
事
に
お
い
て
も
牛
一

は
同
様
に
、
当
時
の
人
々
の
姿
と
共
に
ご
く
簡
潔
な
感
想
を
記
す
の
み
で
あ
る
。

(
巻
十
一
七
.
松
永
謀
叛
井
に
人
質
御
成
敗
の
事
)

八
月
十
七
日
、
謀
叛
企
て
取
出
を
引
き
榔
、
大
和
の
内
信
貨
の
城
へ
父

子
楯
篭
り
候
。
何
篇
の
司
祭
候
哉
、
存
分
中
上
げ
候
は
J

望
を
仰
せ
付

け
ら
る
べ
き
の
趣
、
宮
内
郷
法
印
を
以
て
御
尋
ね
成
さ
れ
候
へ
共
、
逆

心
挿
み
候
の
問
、
罷
り
出
ず
候
。
此
上
は
出
し
置
き
候
人
し
ち
京
都
に

て
御
成
敗
成
さ
る
べ
き
の
由
候
て
、
御
奉
行
矢
部
善
七
郎
・
福
富
平
左

衛
門
仰
せ
付
け
ら
れ
、
彼
子
共
永
原
の
佐
久
間
与
六
郎
所
に
置
か
れ
候
、

京
へ
召
上
げ
さ
せ
未
十
二
、
十
三
の
せ
が
れ
二
人
何
れ
も
男
子
に
て
、

死
ぬ
る
子
み
め
よ
し
と
申
す
た
と
へ
の
如
く
、
姿
・
形
・
心
も
ゅ
う
に

や
さ
し
き
者
共
候
。
村
井
長
門
守
宿
所
に
と
ご
め
、

明
日
は
内
裏
へ
走

り
入
り
助
け
申
す
べ
き
由
中
し
き
か
せ
、
髪
・
法
衣
・
口
も
う
つ
く
し

く
改
め
、
出
立
然
る
べ
き
の
由
申
し
候
処
、

そ
れ
は
尤
の
事
と
て
も
、

命
御
た
す
け
は
有
閑
敷
物
を
と
中
し
候
。
と
か
く
親
兄
弟
の
方
へ
文
を

遣
し
候
へ
と
申
さ
れ
候
へ
ば
、
硯
を
乞
ひ
筆
を
染
め
、
此
上
は
親
の
方

へ
の
文
い
ら
ぬ
由
候
て
、
日
頃
佐
久
間
与
六
郎
所
に
て
懇
の
情
く
れ
、

有
難
し
と
計
云
遣
は
し
、
其
億
罷
り
出
一
条
の
辻
に
て
こ
人
の
子
共
一

つ
車
に
乗
、
六
条
か
は
ら
迄
ゆ
か
せ
ら
れ
、
部
副
の
貴
賎
群
集
し
て
見

物
仕
り
候
。
色
を
も
た
が
へ
ず
、
最
後
お
と
な
し
く
西
に
向
ひ
ち
い
さ

き
手
を
合
せ
、
二
人
の
者
共
尚
戸
に
念
仰
と
な
へ
生
官
官
候
。
見
る
人
肝

太
閃
牛
一
『
信
長
公
記
』
編
纂
過
程
の
研
究

を
潰
し
、

き
く
人
も
涙
塞
あ
へ
ず
、
哀
れ
成
る
次
第
、
目
も
あ
て
ら
れ

ぬ
事
共
也
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
信
長
公
記
』
本
文
に
お
い
て
、
牛
一
に
は
信
長
を
賛
美

反
対
に
非
難
す
る
怠
凶
も
見
受
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
更
に
、

す
る
意
図
も
、

主
題
と
受
け
取
れ
る
よ
う
な
取
り
立
て
て
日
立
つ
記
事
が
何
か
あ
る
と
い
う
わ

け
で
も
な
い
。
や
は
り
、
全
体
を
通
し
て
一
宮
口
え
る
こ
と
は
、
信
長
の
時
代
を
出

来
る
だ
け
詳
細
に
書
き
残
そ
う
と
し
た
可
能
性
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
牛
一
が
自
ら
思
い
た
っ
て
『
信
長
公
記
』
を
執
筆
し
た
と
す
れ
ば
、

や
や
動

機
と
し
て
弱
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
、
外
発
的
な
動
機
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ
が
何
に
よ
る
か
、
あ
る
い
は

誰
に
よ
る
も
の
か
と
い
う
こ
と
が
疑
問
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
し
か
し
、

現
時
点
で
は
そ
れ
は
不
明
と
い
う
他
な
い
。
記
事
の
構
成
に
は
一
貫
性
が
な
く
、

と
り
た
て
て
誰
に
(
何
に
)
有
益
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
同
時
代
の
他
の
記

録
に
執
筆
以
来
の
い
き
さ
つ
な
ど
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
た
だ
、
先
の

信
長
の
在
世
を
詳
細
に
-
記
録
す
る
と
い
っ
た
こ
と
に
関
し
て
も
、
牛
一
以
外
の

人
物
(
例
え
ば
織
田
家
の
重
臣
な
ど
で
そ
の
当
時
活
躍
を
見
せ
た
人
物
な
ど
)
で
あ

れ
ば
、
執
筆
「
さ
せ
る
」
動
機
に
は
十
分
な
り
得
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

五

「
首
巻
」

の
発
生

「
首
巻
」
と
は
『
信
長
公
記
』
十
六
巻
本
系
統
に
お
い
て
、
十
五
巻
部
分
の

前
に
付
さ
れ
た
一
冊
で
あ
る
。
信
長
の
父
信
輝
の
事
に
始
ま
り
、
信
長
が
上
洛

す
る
以
前
の
様
々
な
事
柄
を
記
し
て
い
る
。
十
五
巻
部
分
と
異
な
り
必
ず
し
も

七
五



編
年
体
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
記
事
内
容
的
に
も
十
五
巻
部
分
が
政
策
や
合
戦

な
ど
公
的
な
信
長
を
描
く
の
に
対
し
、
若
年
期
の
信
長
の
逸
話
を
い
く
つ
も
掲

載
す
る
な
ど
私
的
な
姿
を
描
い
て
い
る
と
脅
え
る
。
加
え
て
現
夜
の
所
、
自
筆

本
は
隊
認
さ
れ
て
い
な
い
。
陽
明
文
郎
本
な
ど
の
写
本
か
ら
察
す
る
に
原
本
は

外
題
が
な
く
、
扉
に
「
日
疋
ハ
信
長
御
入
洛
無
以
前
之
双
紙
也
」
と
書
か
れ
て
い

る
の
み
で
あ
る
。

「
首
巻
」
に
関
し
て
は
「
な
ぜ
存
在
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
発
生
の
理
由
、

そ
し
て
「
い
つ
頃
完
成
し
た
の
か
」
と
い
う
発
生
の
時
期
が
多
く
問
題
と
さ
れ

@
 

て
き
た
。
更
に
近
年
の
研
究
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
首
巻
を
『
信
長
公
記
』

の
一
部
と
見
倣
し
て
も
よ
い
も
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
も
問
題
に
さ
れ
始
め
て

@
 

い
る
。
ま
ず
こ
の
事
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

結
論
を
先
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
首
巻
は
元
米
『
信
長
公
記
』
と
は
異
な
る
書

物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
な
る
の
が
第
一
章
で
紹
介
し
た
尊
経

閣
文
庫
蔵
『
永
禄
十
一
年
記
』
に
お
け
る
牛
一
の
奥
書
で
あ
る
。
こ
こ
に
牛
一

は
「
信
長
京
師
鎮
護
十
五
年
如
十
五
帖
ニ
記
置
候
也
。
一
笑
一
笑
」
と
記
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
午
一
に
と
っ
て
『
信
長
公
記
』
の
全
体
は
十
五
年
を
十
五
帖

に
記
し
た
部
分
で
あ
り
、
こ
こ
に
首
巻
は
合
ま
れ
て
い
な
い
事
に
な
る
。
ま
た
、

首
巻
の
扉
に
「
是
ハ
信
長
御
入
洛
無
以
前
之
双
紙
也
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
も
、

上
洛
以
前
の
双
紙
に
対
す
る
上
洛
以
後
の
巻
が
午
一
の
中
で
想
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
無
論
、
首
巻
の
部
分
も
織
凶
信
長
と
い
う
一
人
の
人
物
を
中
心

と
し
た
記
録
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
十
五
巻
部
分
と
首
巻
部
分
は
ま
っ
た
く
の

無
関
係
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
合
わ
せ
て
一
つ
の
作
品

七
六

と
い
う
よ
り
も
、
本
篇
と
付
録
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

う
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
十
五
巻
部
分
と
首
巻
と
の
聞
の
構
成
や
記
事
傾
向
に
不

一
致
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
で
は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

加
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
「
首
巻
」
は
十
五
巻
本
系

の
諸
本
が
成
立
し
て
後
、
「
最
終
段
階
に
お
い
て
結
合
さ
れ
た
も
の
L

あ
る
い

は
「
十
五
巻
本
に
全
く
成
立
を
異
に
す
る
書
物
を
合
わ
せ
た
結
果
」
と
の
見
解

が
長
く
主
流
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
「
首
巻
」
を
有
す
る
十
六
巻

本
系
統
の
伝
本
に
丁
寧
な
補
訂
が
加
え
ら
れ
て
い
る
点
、
つ
ま
り
十
六
巻
本
系

統
の
本
文
の
方
が
「
首
巻
」
を
持
た
な
い
十
五
巻
本
系
の
本
文
に
比
べ
て
文
体

@
 

が
繋
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
、
小
島
広
次
氏
は
こ
の
見
解
に
対
し
て
疑
問
を
投
げ
か
け
、
む
し
ろ

「
首
巻
」
の
文
体
や
特
徴
な
ど
の
要
素
か
ら
、
『
信
長
公
記
』
発
生
の
段
階
か
ら
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存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。

考
察
の
論
点
の
第
一
は
、
巻
首
が
諸
本
の
う
ち
成
立
の
遅
い
も
の
に
付
加

さ
れ
て
い
る
だ
け
の
理
山
で
は
、
巻
首
そ
の
も
の
の
成
立
が
お
そ
い
と
は

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
。
第
二
は
十
五
帖
に
比
較
し
て
、
素
材
的
要
素
も
し

く
は
「
語
り
も
の
」
的
な
残
彬
が
あ
る
こ
と
。
第
三
は
、
十
五
帖
の

H
記

風
の
体
裁
は
次
第
に
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
原
型
の
信
長

記
は
逆
に
巻
首
の
よ
う
な
形
態
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る

こ
と
の
三
点
で
あ
る
。

ま
た
、
藤
本
正
行
氏
も
「
首
巻
」
が
あ
く
ま
で
「
信
長
上
洛
以
前
の
事
柄
を



記
し
た
一
冊
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
巻
一
の
成
立
以
後
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も

@
 

「
上
洛
前
の
記
事
の
巻
」
首
巻
は
成
立
し
う
る
」
と
し
て
い
る
。

「
十
五
帖
」
の
巻
一
は
、
上
洛
を
主
題
と
す
る
独
立
し
た
記
録
の
体
裁
を

と
っ
て
い
る
わ
け
で
、
『
永
禄
十
一
年
信
長
上
洛
之
次
第
』
と
い
っ
た
.
組

を
つ
け
て
も
お
か
し
く
な
い
。
(
中
略
)
こ
の
短
編
が
完
成
し
た
時
点
で
、

そ
れ
以
前
の
記
事
は
い
つ
で
も
一
話
さ
れ
て
「
信
長
御
入
洛
な
き
以
前
の

双
紙
」
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

も
し
も
小
島
氏
や
藤
本
氏
の
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
首
巻
が
十
五
巻
に
先
だ

っ
て
成
立
し
た
と
す
る
と
、

い
く
つ
か
疑
問
な
点
が
あ
る
。

一
つ
に
は
そ
の
記

事
の
素
材
に
つ
い
て
で
あ
る
。
十
五
巻
部
分
が
信
長
の
「
天
下
取
り
」
の
軌
跡

を
書
き
記
す
の
に
対
し
、
ゃ
目
巻
は
信
長
が
世
間
的
に
は
令
.
く
無
名
で
あ
っ
た
時

代
の
記
録
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
代
の
信
長
に
つ
い
て
、
牛
一
に
書
き
残
す

意
義
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
先
に
も
述
べ
た
が
、
午
一
の
著
作
の
基
本
的
な
素

材
は
彼
が

H
々
書
き
た
め
て
い
た
書
留
類
で
あ
る
。
そ
の
書
留
類
の
中
に
、
若

き
日
の
信
長
が
正
装
も
せ
ず
に
「
尾
張
の
大
う
つ
け
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
な
ど

と
い
っ
た
私
的
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
は
思
い
難
い
。
そ
も
そ
も
信
長
と
旧
知
の

仲
と
い
う
訳
で
も
な
い
牛
一
に
、

そ
の
よ
う
な
記
事
を
編
纂
し
て
伝
記
を
書
き

始
め
る
開
山
が
あ
る
の
か
さ
え
定
か
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
に
は
、
首
巻
の
文
体
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
あ
げ
た
小

島
氏
・
藤
本
氏
を
は
じ
め
、
金
子
氏
な
ど
多
く
の
『
信
長
公
記
』
研
究
者
が
述

べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
が
、
首
巻
は
十
五
巻
部
分
に
対
し
て
文
体
が
整
っ

て
お
ら
ず
、
記
事
内
容
的
に
も
素
材
の
よ
う
な
も
の
が
少
な
く
な
い
。
小
島
氏

太
問
牛

『
信
長
公
記
』
編
纂
過
程
の
研
究

は
こ
れ
を
あ
げ
て
「
原
型
の
信
長
記
は
逆
に
巻
首
の
よ
う
な
形
態
で
あ
っ
た
」

と
し
て
い
る
が
、
首
巻
が
も
し
も
十
五
巻
に
先
だ
っ
て
成
立
し
て
い
た
場
合
、

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
子
つ
か
ず
の
状
態
の
ま
ま
で
お
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

卜
五
巻
部
分
の
諸
本
の
本
文
比
較
か
ら
は
、
午
一
は
本
文
を
幾
度
か
書
き
直
し
、

そ
の
都
度
、
補
足
や
訂
正
を
加
え
て
い
た
形
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
。
首
巻
が
も

し
も
十
五
巻
部
分
に
先
だ
っ
て
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
成
立
し
て
か
ら

午
一
没
ま
で
の
年
月
が
長
い
分
、
卜
五
巻
部
分
よ
り
も
文
体
が
整
っ
て
い
て
も

お
か
し
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
十
五
巻
部
分
よ
り
も
素
材
に
近
い
形
で

残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
は
、
加
筆
修
正
も
行
わ
れ
る
こ
と
な
く
放
置
さ
れ
て

い
た
、
或
い
は
十
五
巻
部
分
よ
り
成
立
が
下
る
た
め
そ
の
よ
う
な
状
態
の
ま
ま

で
あ
る
、
こ
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
奥
書
等
に
見
え
る

牛
一
の
性
格
上
、
十
五
巻
部
分
よ
り
も
先
に
成
立
し
て
い
た
首
巻
本
文
を
加
筆

修
正
も
行
わ
な
い
ま
ま
放
置
し
た
と
は
考
え
難
い
。
や
は
り
、
十
五
巻
部
分
よ

り
も
成
立
が
ド
る
た
め
に
、
ト
分
な
編
集
が
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
現
時
点
に
お
い
て
は
、
こ
れ
以
上
蹄
み
込
ん
だ
言

及
を
す
る
だ
け
の
根
拠
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
更
な
る
検
証
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

六
.
牛
一
の
編
纂
作
業

池
田
家
本
や
陽
明
文
庫
本
、
あ
る
い
は
尊
経
関
本
『
永
禄
十
一
年
記
』
な
ど

の
本
文
の
異
同
を
見
て
み
る
と
、

そ
こ
に
は
牛
一
が
執
筆
を
重
ね
る
ご
と
に
何

度
も
手
を
加
え
て
い
っ
た
形
跡
が
見
て
と
れ
る
。
右
に
上
げ
た
三
つ
の
伝
本
に

七
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お
い
て
は
、
尊
経
聞
本
『
永
禄
十
一
年
記
』
が
ま
ず
先
に
存
在
し
、
そ
こ
か
ら

池
田
家
本
の
本
文
が
発
生
し
、
陽
明
文
庫
本
の
本
文
は
最
も
成
立
が
下
る
と
の

@
 

見
解
が
あ
る
。
こ
の
成
立
順
に
関
し
て
は
、
『
氷
禄
十
一
年
記
』
と
池
山
家
本

の
本
文
に
は
ほ
と
ん
ど
大
き
な
異
同
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
前
者
の
本
文
自

体
の
方
が
、
午
一
の
若
い
こ
ろ
の
筆
跡
を
保
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
二

本
と
比
べ
て
陽
明
文
庫
本
は
本
文
異
同
が
多
く
み
ら
れ
、
よ
り
整
っ
た
文
体
を

獲
得
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
推
察
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
本
の
本
文
異
同
の
内
容
に
目
を
向
け
る
と
、
「
特
別
な
目
的
を
持

つ
改
変
」
「
不
足
分
を
補
う
た
め
の
改
変
」
「
ど
ち
ら
と
も
と
れ
る
改
変
」
の
三

種
が
見
受
け
ら
れ
る
。
次
に
若
干
の
例
を
上
げ
た
い
。

①
特
別
な
目
的
を
持
つ
改
変

特
別
な
目
的
を
持
つ
も
の
の
具
体
的
な
例
と
し
て
は
、
池
田
家
本
に
二
ヶ
所

見
ら
れ
る
追
筆
が
あ
る
。
一
つ
目
は
巻
十
三
「
無
辺
の
事
」
の
最
後
に
「
恭
く

も
御
感
状
成
さ
れ
、
後
代
の
面
目
也
」
と
添
え
て
お
り
、
二
つ
目
は
巻
十
五

「
人
数
備
の
事
」
の
中
の
池
田
勝
九
郎
の
後
ろ
に
元
々
あ
っ
た
蜂
屋
兵
庫
を
摺

り
消
し
て
「
幸
新
」
に
変
更
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
石
田
善
人
氏
に
よ
る
と
@
 

池
田
家
本
を
牛
一
に
求
め
た
池
閃
輝
政
の
注
文
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

牛
一
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
依
頼
を
受
け
て
「
天
下
に
一
本
」
の
伝

本
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
の
改
変
で
あ
る
と
い
え
る
。
加
え
て
、

こ
れ
は
『
信
長
公
記
』
に
関
し
て
の
事
で
は
な
い
が
、
午
一
が
親
陸
の
深
か
っ

た
美
濃
の
豪
族
坪
内
利
貞
(
定
)
に
宛
て
た
書
状
の
中
に
次
の
よ
う
な
文
言
が

ー七
八
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あ
る
。
の
御
息
様
遠
四
人
、
関
か
原
合
戦
双
橋
ニ
書
入
申
候
、
此
双
需
唯
今
進
之

度
候
へ
共
、
写
申
度
之
自
候
て
、
よ
所
へ
所
望
と
て
借
遺
候
問
、
・
無
其
儀

候
こ
れ
は
牛
一
が
関
ヶ
原
の
合
戦
に
つ
い
て
記
し
た
『
関
ヶ
原
合
戦
双
紙
』
に
、

坪
内
利
貞
の
二
人
の
息
子
の
武
功
を
書
き
足
し
た
宵
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

牛
一
は
特
定
の
誰
か
に
と
っ
て
有
益
な
よ
う
に
本
文
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
対

し
て
、
そ
れ
ほ
ど
抵
抗
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
追
筆
も
池
田
本
に
限
ら
ず
行
っ

て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
最
も
成
立
が
下
る
と
思
し
い
陽
明
文

庫
本
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

道
家
清
十
郎
、
道
家
助
十
郎
と
て
兄
弟
覚
の
者
あ
り
。
生
国
尾
張
国
守
山

の
十
人
な
り
。
一
年
東
美
濃
高
野
口
へ
武
田
信
玄
相
働
き
候
。
其
時
森
三

左
衛
門
肥
悶
玄
蕃
先
駆
け
に
て
、
山
中
谷
合
に
て
か
、
り
合
ひ
、
相
戦

ひ
候
て
、
兄
弟
し
て
頚
三
つ
取
て
参
り
、
信
長
公
へ
御
目
に
懸
け
候
へ
ば
、

御
褒
美
斜
め
な
ら
ず
。
白
き
は
た
を
さ
し
物
に
仕
候
。
其
旗
を
め
し
ょ
せ

ら
れ
、
天
下
一
の
勇
士
な
り
、
と
御
自
筆
に
遊
ば
し
付
け
ら
れ
候
て
下
さ

る
。
都
郡
の
面
目
こ
れ
に
す
ぐ
べ
か
ら
ず
。
名
誉
の
仁
に
て
候
な
り
。
今

度
も
其
旗
き
し
て
、
森
三
左
衛
門
と
一
所
に
候
て
、
前
後
手
柄
を
尽
し
、

火
花
を
散
ら
し
、
枕
を
並
べ
て
討
死
候
な
り
。

こ
れ
は
巻
三
「
十
一
.
志
賀
御
陣
の
事
」
の
中
に
あ
る
大
幅
な
追
加
個
所
で

あ
る
。
池
田
家
本
に
お
い
て
、
こ
の
部
分
は
「
道
家
清
十
郎
、
道
家
助
十
郎
、

両
人
臼
き
さ
し
物
、
信
長
御
筆
を
染
め
ら
れ
た
る
勇
士
、
各
枕
を
並
て
討
死



也
」
と
、
ご
く
簡
潔
に
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
道
家
清
十
郎
・
助
十
郎
兄
弟

と
信
長
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
詳
細
に
描
く
こ
と
で
、
道
家
兄
弟
の
武
功
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。
特
定
の
人
物
に
と
っ
て
名
誉
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
池
田
家
本

の
追
筆
と
共
通
す
る
。
し
か
し
、
道
家
兄
弟
当
人
は
こ
の
戦
い
に
お
い
て
討
死

を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
彼
ら
が
直
接
牛
一
に
追
筆
を
依
頼
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。
縁
の
あ
る
人
物
に
よ
る
依
頼
か
、
あ
る
い
は
次
に
述
べ
る
よ

う
な
改
変
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
c

②
不
足
分
を
補
う
た
め
の
改
変

次
に
、
不
足
分
を
補
う
た
め
の
も
の
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、

『
信
長
公
記
』
執
筆
の
段
階
で
は
情
報
が
不
足
し
て
お
り
、
未
完
の
ま
ま
で
あ

っ
た
り
、
未
載
で
あ
っ
た
記
事
を
、
後
年
に
お
い
て
書
き
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
巻
三
の
「
四
.
観
世
大
夫
、
金
春
大
夫
立
A
口
に
御
能
の
事
」
の
中
に
、

永
禄
十
三
年
(
一
五
六
二
の
阿
川
十
四

H
に
行
わ
れ
た
能
の
演
目
を
記
す
記

事
が
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
池
田
家
本
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
陽
明

文
庫
本
で
は
詳
し
く
増
補
さ
れ
て
い
る
。
巻
一
の
「
五
.
観
世
大
夫
・
金
春
大

夫
御
能
仕
る
事
」
に
も
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
能
の
演
目
を
記
す
記
事
が
あ
る
が
、

こ
ち
ら
で
は
池
田
家
本
も
能
の
演
目
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
牛

一
が
巻
三
の
記
事
を
最
初
か
ら
記
す
つ
も
り
が
な
か
っ
た
と
も
、
ま
た
は
、
陽

明
文
庫
本
の
記
事
の
方
が
成
立
が
遡
る
と
想
定
し
て
、
元
は
存
在
し
た
記
事
を

後
か
ら
削
除
し
た
と
も
考
え
に
く
い
。
少
な
く
と
も
こ
の
箇
所
に
関
し
て
は
、

意
図
的
に
「
書
か
な
か
っ
た
」
の
で
は
な
く
、
池
田
家
本
執
筆
当
時
は
資
料
が

太
田
牛

『
伝
長
公
記
』
編
纂
過
程
の
研
究

な
く
「
書
け
な
か
っ
た
」
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
は
紙
面
の
都
合
上
紹
介
を
省
く
も
の
の
、
時
や
場
所
あ
る
い

は
人
に
つ
い
て
詳
細
な
情
報
が
補
足
さ
れ
て
い
る
も
の
も
同
様
の
改
変
で
あ
る

と
考
え
る
。

③
両
義
的
な
改
変

最
後
に
ど
ち
ら
と
も
と
れ
る
改
変
に
つ
い
て
で
あ
る
。
①
で
上
げ
た
道
家
兄

弟
の
記
事
も
そ
う
で
あ
る
が
、
『
信
長
公
記
』
本
文
中
に
は
、
誰
か
の
依
頼
を

受
け
て
と
も
取
れ
る
し
、
或
い
は
単
な
る
補
足
と
も
と
れ
る
よ
う
な
、
動
機
の

は
っ
き
り
し
な
い
改
変
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
合
戦
な
ど
の
記
事
の
武
者
揃

え
の
昇
、
同
な
ど
で
あ
る
。
池
田
家
本
と
陽
明
文
庫
本
に
お
い
て
、

ど
ち
ら
か
一

方
に
の
み
記
さ
れ
る
人
物
を
抜
き
出
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
そ
の
経
歴
な
ど
に
一

貫
し
た
傾
向
の
よ
う
な
も
の
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
ら
の
人
物
の
中

に
は
、
現
在
『
信
長
公
記
』
の
中
で
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
人
物
も
少
な
か

ら
ず
存
在
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
正
確
な
判
断
を
下
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る

以
上
、
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
改
変
は
そ
の
内
容
こ
そ
様
々
で
あ
る
が
、
「
十
五
巻
部
分

の
記
事
内
容
を
詳
細
に
す
る
」
と
い
う
点
で
共
通
し
た
意
義
を
も
っ
て
い
る
。

池
田
輝
政
の
注
文
に
よ
る
追
筆
も
、
道
家
兄
弟
の
武
功
の
事
も
、
あ
る
い
は
能

の
演
目
に
関
す
る
よ
う
な
こ
と
も
、
す
べ
て
は
『
信
長
公
記
』
十
五
巻
部
分
に

記
さ
れ
た
永
禄
十
一
年
か
ら
天
正
十
年
と
い
う
信
長
の
治
世
に
あ
っ
た
こ
と
の

一
部
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
「
信
長
の
伝
記
」
と
の
み
考
え
ら

七
九



れ
て
き
た
『
信
長
公
記
』
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
直
し
て
み
た
い
。

七

「
一
信
長
時
代
記
」
と
し
て
の

『
信
長
公
記
』

先
に
『
信
長
公
記
』
全
体
を
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
「
信
長
の
時
代
を
出

来
る
だ
け
詳
細
に
書
き
残
そ
う
と
し
た
」
可
能
性
で
あ
る
、

と
述
べ
た
。
も
し

も
牛
一
が
こ
の
目
的
で
『
信
長
公
記
』
を
執
筆
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
従
来

昔
日
わ
れ
て
き
た
「
信
長
の
伝
記
」
と
い
う
あ
り
方
と
は
や
や
一
致
し
な
い
こ
と

に
な
る
。
こ
こ
で
改
め
て
『
信
長
公
記
』
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た

、、
。

前
も
述
べ
た
よ
う
に
、
『
信
長
公
記
』
の
本
文
異
同
に
お
い
て
、
人
名
の
増

減
に
は
一
貫
性
が
見
ら
れ
ず
、
ま
た
記
事
全
体
を
見
通
し
て
み
て
も
、
信
長
に

関
し
て
賛
美
す
る
意
図
も
非
難
す
る
意
図
も
見
ら
れ
な
い
。
記
事
の
改
変
や
補

足
に
お
い
て
も
、
注
文
な
ど
を
受
け
て
特
定
の
人
物
に
と
っ
て
有
益
な
改
変
が

な
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
作
品
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
も

の
で
は
な
い
。
同
様
の
事
が
主
役
で
あ
る
は
ず
の
信
長
に
つ
い
て
も
言
え
る
。

す
べ
て
の
記
事
が
情
報
量
に
差
は
あ
れ
ど
、
た
だ
起
こ
っ
た
ま
ま
に
記
さ
れ
て

い
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
信
長
に
と
っ
て
重
.
要
な
も
の
と
は
い
え
な

@
 

い
の
で
あ
る
。

『
信
長
公
記
』
と
い
う
名
を
冠
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
日
は
信
.
長

の
み
に
注
が
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
を
中
心
と
し
た
そ
の
時
代
そ
の
も

の
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
信
長
公
記
』
の
記
事
構

成
・
編
集
過
程
か
ら
鑑
み
る
に
、

や
は
り
牛
一
は
「
信
長
」
を
描
こ
う
と
し
た

八
O 

の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
信
長
の
時
代
」
を
書
き
残
そ
う
と
し
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
『
信
長
公
記
』
に
お
い
て
は
誰
を
賛
美
す
る
で

も
な
く
、
ど
の
立
場
に
寄
り
添
う
で
も
な
い
、
中
立
的
な
立
場
を
保
っ
て
い
る

よ
う
に
忠
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
巻
一
の
冒
頭
に
お
い
て
、
牛
一
は
「
永
禄
十
一

年
戊
辰
以
来
織
田
弾
正
忠
信
長
公
の
在
世
、
且
こ
れ
を
記
す
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
れ
は
ま
さ
に
牛
一
に
と
っ
て
の
『
信
長
公
記
』
の
あ
り
方
を
宣
言
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

『
信
長
公
記
』
に
関
し
て
、
先
行
研
究
の
動
向
を
紹

介
し
た
う
え
で
、
午
一
自
筆
本
と
さ
れ
る
池
田
家
本
『
信
長
記
』
、
尊
経
閣
文

庫
本
『
永
禄
十
一
年
記
』
と
、
牛
一
自
筆
本
の
忠
実
な
写
し
で
あ
る
陽
明
文
庫

本
『
信
長
公
記
』
の
本
文
の
状
況
な
ど
か
ら
、
『
信
長
公
記
』
の
編
纂
過
程
を
、

「
誕
生
」
と
「
編
集
」
の
二
段
階
に
分
け
て
た
ど
っ
て
き
た
。
誕
生
の
段
階
に

お
い
て
は
、
そ
の
時
期
を
慶
長
初
年
は
下
ら
な
い
も
の
の
、
そ
れ
よ
り
さ
ほ
ど

本
稿
で
は
、
太
田
牛
-

遡
り
も
し
な
い
頃
、
早
く
と
も
豊
臣
秀
吉
が
太
政
大
臣
と
な
り
実
質
的
な
天
下

統
一
を
成
し
と
げ
る
天
正
十
四
年
以
降
を
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
示
し
て
お
い

た
。
ま
た
、
編
集
の
段
階
に
お
い
て
は
、
『
信
長
公
記
』
の
べ

l
ス
と
な
る
形

が
出
来
上
が
っ
て
後
も
、
午
一
は
注
文
に
よ
る
加
筆
や
取
材
に
よ
る
補
足
を
加

え
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
編
集
方
式
に
は
一
貫
し
た
傾
向
が
見
ら
れ
な
い

こ
と
を
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
従
来
「
信
長
の
伝
記
」
と
の
み
称
さ
れ
て
き
た

『
信
長
公
記
』
だ
が
、
牛
一
は
「
信
長
」
だ
け
に
焦
点
を
当
て
た
か
っ
た
わ
け
で



は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
信
長
の
時
代
そ
の
も
の
」
を
後
世
に
書
き
残
す
こ
と
を

目
的
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。

た
だ
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、

『
信
長
公
記
』

の
み
を
用
い
て
の
考
察
に
過

ぎ
ず
、
憶
測
の
域
を
出
な
い
部
分
も
多
い
。
今
後
は
『
太
閤
さ
ま
軍
記
の
内
』

『
関
ヶ
原
合
戦
の
双
紙
』
な
ど
、
牛
一
の
他
の
著
作
も
加
え
、
よ
り
詳
細
な
研

究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

註①
金
子
拓
「
『
信
長
記
』
研
究
の
現
在
」

新
人
物
往
来
社
)
。

②
例
え
ば
、
信
長
が
ま
だ
上
総
介
で
あ
っ
た
頃
、
正
装
も
せ
ず
供
も
連
れ
ず
に
街

中
を
フ
ラ
フ
ラ
と
歩
き
ま
わ
り
、
民
家
の
庭
先
に
な
っ
て
い
る
柿
を
食
べ
て
「
噂

通
り
の
大
う
つ
け
(
馬
鹿
者
)
だ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
父
の
葬

儀
の
席
に
ま
た
も
正
装
も
せ
ず
に
や
っ
て
き
て
、
父
の
位
牌
に
抹
香
を
投
げ
つ
け

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
首
巻
に
は
記
し
て
い
る
。

③
例
え
ば
、
谷
口
克
広
氏
な
ど
は
「
太
田
牛
一
『
信
長
記
』
の
信
磁
性
に
つ
い
て

ー
日
付
け
の
考
証
を
中
心
と
し
て

l
」
(
『
日
本
腰
史
』
三
八
九
号
一
九
八

O

年
)
の
中
で
、
「
『
信
長
記
』
は
、
織
田
時
代
史
の
研
究
を
手
が
け
る
場
合
、
不
可

欠
と
常
う
べ
き
尻
.
県
史
料
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

④
五
代
の
伝
記
と
は
信
・
長
『
信
長
公
記
』
、
秀
吉
・
秀
次
『
太
問
さ
ま
軍
記
の
う

ち
』
、
秀
頼
『
盟
国
大
明
神
臨
時
祭
礼
記
録
』
、
家
康
『
関
ヶ
原
御
合
戦
双
紙
』
を

さ
す
。

⑤
戦
国
人
名
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
戦
国
人
名
辞
典
』
(
古
川
弘
文
館
、
二

O
O

五
年
刊
)
。

⑥
一
八
八
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
我
白
刊
我
書
L

と
呼
ば
れ
る
叢
書
類
の
内
の
一

冊。

⑦
桑
田
忠
親
氏
は
著
書
『
太
閤
記
の
研
究
』
(
徳
間
害
賠

(
『
歴
史
読
本
』
二

O
O
八
年
八
月
号
、

昭
和
四
O
年
刊
)
に
お

太
田

『
信
長
公
記
』
編
纂
過
程
の
研
究

い
て
「
通
説
に
あ
げ
ら
れ
た
太
田
牛
一
・
大
村
由
己
の
知
き
は
、
信
長
、
も
し
く

は
秀
吉
の
祐
筆
と
し
て
、
未
だ
、
何
ら
の
証
拠
も
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
(
中

略
)
単
な
る
伝
説
、
も
し
く
は
、
憶
測
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
信
長
の
祐
筆
と
断
定

す
る
の
は
、
む
し
ろ
、
甚
だ
し
い
早
計
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
し
て
い
る
。

⑧
山
石
津
怒
彦
「
『
信
長
公
記
』
の
作
者
太
田
牛
一
の
世
界
」
(
『
史
叢
』
第
三
二
号

昭
和
五
八
年
一
一
月
)
一
六
頁
i
一
七
頁
。

⑨
金
子
桁
『
織
刊
信
長
と
い
う
歴
史
』
(
勉
誠
出
版
二

O
O九
年
刊
)
九
・
K
頁

「
永
禄
十
二
年
七
月
に
、
丹
羽
長
秀
の
「
奏
者
」
(
取
次
役
)
と
し
て
礼
銭
が
附
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
注

H
さ
れ
る
。
牛
一
の
名
前
が
守
一
場
す
る
前
後
に
惟
住
瓦
郎
左

衛
門
尉
(
丹
羽
長
秀
)
や
長
束
藤
三
(
長
占
。
長
秀
被
官
で
長
束
正
家
弟
)
ら
の

名
前
が
見
え
る
こ
と
が
多
く
、
牛
一
が
上
賀
茂
社
領
に
関
し
て
長
秀
と
の
あ
い
だ

を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
」
と
あ
る
。

⑬
杉
崎
友
美
「
太
田
牛
一
と
「
信
長
記
」
編
纂
」
(
『
古
文
書
研
究
』
第
六
三
号

二
O
O
七
年
六
月
刊
)
六
頁
「
こ
れ
は
注
文
の
出
さ
れ
た
当
時
か
ら
、
「
信
長
記
」

進
上
記
事
が
執
筆
さ
れ
る
に
至
る
聞
の
何
処
か
の
期
間
に
お
い
て
、
牛
一
が
信
長

の
許
を
行
き
来
す
る
物
品
の
流
れ
を
知
り
得
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
「
信
長
記
L

に
信
長
文
書
が
記
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
文
書
の
内
容
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
信
長
に
近
侍
す
る

立
場
に
な
か
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
高
い
地
位
に
な
か
っ
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
よ
う
」
。

⑪
桑
川
氏
前
掲
書
、
八
三
百
以
。

⑫
桑
川
氏
前
掲
在
、
八
丘
一
氏
。
金
子
氏
前
掲
書
、
一
一
二
l
一
一
八
一
良
。

⑬
同
田
正
人
『
織
川
信
長
総
合
砕
典
』
(
雄
山
閥
、
一
九
九
九
年
刊
)
内
「
太
川

牛
ご
項
。

⑪
堀
新
編
『
信
長
公
記
を
読
む
』
(
古
川
弘
文
館
、
二

O
O
九
年
刊
)
五
六

1
六

三
頁
。

⑬
十
五
巻
本
の
巻
一
か
ら
巻
一
五
の
全
内
容
。
奥
書
よ
り
慶
長
一
五
年
頃
に
完
成

し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
池
田
家
へ
の
献
上
に
際
し
て
奥
書
が
付
さ
れ
た

年
代
で
あ
る
た
め
執
筆
年
は
や
や
遡
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ほ
ぽ
完
全
な
姿
を

11.. 



八

残
す
自
筆
本
と
し
て
価
値
が
高
い
。

⑬
目
頭
は
「
抑
、
大
坂
ハ
凡
日
本
一
の
名
地
な
り
。
」
と
石
山
本
願
寺
の
地
理
解

説
に
始
ま
り
、
末
尾
は
「
数
多
の
伽
磁
一
宇
も
不
残
、
夜
H
三
日
黒
雲
と
な
り
て

焼
侍
り
ぬ
。
/
天
正
八
年
八
月
太
問
又
助
牛
ご
と
し
て
い
る
。
こ
の
年
次
は

記
事
内
容
の
あ
っ
た
時
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫
金
子
氏
前
掲
書
、
九
一
頁
1
九
二
頁
。

⑬
「
信
長
京
師
鎮
護
十
五
年
、
十
五
帖
の
ご
と
く
に
記
し
置
き
候
な
り
。
一

笑
々
々
」
と
記
す
『
永
禄
十
一
年
記
』
の
署
名
が
和
泉
守
の
前
の
名
乗
り
が
太
田

又
介
と
な
っ
て
お
り
、
牛
一
が
こ
の
署
名
を
用
い
て
い
た
の
が
慶
長
初
年
の
頃
に

あ
た
る
た
め
で
あ
る
。

⑬

二

O
一
0
年
度
古
典
ゼ
ミ
に
て
大
取
一
烏
先
生
の
御
教
授
に
よ
る
。

@
藤
本
正
行
氏
『
『
信
長
の
戦
争
』
講
談
社
学
術
文
庫
二

O
O三
年
の
序
章
、

小
島
広
次
「
牛
一
本
「
信
長
記
巻
首
」
の
性
桝
に
つ
い
て
」
(
『
清
洲
町
史
』
清
洲

町
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
七

O
年
)
な
ど
。

@
金
子
氏
、
和
田
裕
弘
氏
な
ど
。

@
小
島
氏
前
掲
論
文
、
藤
本
氏
前
掲
論
文
、
金
子
氏
前
掲
害
な
ど
多
く
の
研
究
者

の
指
摘
す
る
所
で
あ
る
。

@
小
島
氏
前
掲
書
、
五
六
五
頁
i
五
六
六
頁
。

@
藤
本
氏
前
掲
書
、
四
二
頁
1
四
四
頁
。

@
内
藤
悶
回
氏
『
復
元
安
土
械
』
講
談
社
メ
チ
エ
一
九
九
四
年
、
金
子
氏
前
掲

書
な
ど
。

@
石
岡
普
人
『
信
長
記
十
五
巻
解
題
』
福
武
者
応
一
九
七
五
年
。
三
一
頁

1
三

t
d，
守
両
『
目
、
。

m官
官
-F

⑫
束
大
史
料
編
纂
所
蔵
の
写
本
を
参
照
。

@
追
加
記
事
の
中
に
は
「
尾
州
清
洲
の
町
人
具
足
屋
玉
越
三
十
郎
」
な
る
人
物
に

関
す
る
も
の
も
合
ま
れ
て
い
る
。


